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※アンケート回答者は10名です

1. イベント参加時の英語レベルを教えてください

TOEIC780

Toeic790点

英検二級

TOEIC(L&R)870

TOEIC 710点

日常会話ができる程度

IELTS6.0

TOEIC565点、英検２級

英検２級

英検２級

2. 初日のミーティング（1st Zoom all together)は、どのように進められ、どんな様子でしたか

最初は少し会話が弾まない様子だったが、兄弟の有無や趣味など基本的な会話をすることでコミュニケーションを取れるようになった

グループに話して会話。

全体で自己紹介後、各パートナーとブレイクアウトルームへ

全体で自己紹介、そのあとペアの人とブレイクアウトルームで話す。ペアの人がいない人はいない人同士話す

CWUの先生がプログラムの概要を説明して下さった後、ブレイクアウトセッションにてパートナーと顔合わせをしました。20分程自由に話す時間があり、

その間に連絡先の交換やミーティングの予定について話しました。その後はメインセッションに戻り解散しました。使用言語は英語でした。

自己紹介と、いつ集まるか、何のアプリを使ってミーティングをするかなどを決めた

アイスブレイクのような感じだった

ブレイクアウトルームを使っての交流の時間が多くありました。

自己紹介から始まり、映画や音楽、ディズニーなどの趣味の話を主にしました。新型コロナウイルスによる影響なども話しました。初回は３人とも緊張して

いる感じがしましたが、段々英語で話すことを楽しめたのうに思います。

zoomのトラブルで参加できませんでした。

3. パートナーは何名でしたか。

2名(CWUの学生と他の立教生)



なし(パートナーと連絡をとることができなかった）

一名（CWUの学生）

2名（CWUの学生と他の立教生）

1名（CWUの学生）

2枚（CWU、立教生各１名ずつ）

二名

1名です。

2名(CWUの学生、他の立教生)

1名

4. パートナーと交流した頻度、時間、合計回数

週一回、1時間程度

なし

週一回30分～一時間

週一回1時間

週一回、60分、4回

週1回、1時間

週一回

週一回程度、30分です。

週２回程度、1時間～2時間、4回

週１

5. パートナーとの交流で使ったアプリケーション

zoom

なし

Zoom, Instagram

zoom ,Line,メール

Zoom、LINE

zoom



zoom、line

LINEです。

Zoom、LINE

LINE

6. 最終ミーティング（Program Conclusion Zoom)は、どのように進められ、どんな様子でしたか

最終1人の立教生が都合で参加できなかったが、私とCWUのパートナーに共通の趣味(日本のアニメや漫画、男性声優)があったため、お互いにその話でとて

も盛り上がることができた

なし

このプログラムに何を学んだか全体で共有した後、パートナーとブレイクアウトルームへ

補講があったため未参加

1人ずつプログラムで学んだことや面白かったことを簡単に話す時間があり、その後はブレイクアウトセッションでパートナーと10分ほどプログラムの改善

点について話し合いをしました。メインセッションに戻った後、話し合った内容をペアごとに報告して終了でした。使用言語は英語でした。

全体での振り返り、ブレイクアウトセッションに分かれて振り返り

参加できませんでした

様々な国籍の学生が参加して、皆さん積極的に発言されていました。

最終ミーティングというよりはいつも通りに行われたように思います。英語と日本語を教えあったり、映画の話をしたり、CWUの学生がつくった日本語で音

楽を紹介する授業のパワーポイントを見せてもらったりしました。気づいたら最終日だったというような感じがして、これからも連絡をとろうねという話し

をしました。

参加できていないです。

7. イベントで学んだことや楽しかった点

楽しかった点は、英語で「恋バナ」をしたことです。もちろんお互いの文化や歴史について深く知ることも興味深かったですが、英語を使うことで万国共通

の話ができたことがすごく嬉しかったです。

なし

共通の趣味（アニメ、漫画）があったので、それを共有し合うのが楽しかった。あまり固くなくフランクに交流することができた。

アメリカの文化も知れて友達が増えたのが1番楽しかったです。

昨日何した？などの気軽なおしゃべりから、季節のイベントの祝い方や選挙への向き合い方といったお互いの文化の違いまで幅広く話すことができ、とても

勉強になったし楽しかったです。



日本に興味がある学生だったので、日本のアニメなど共通の話題を話すことができてとても楽しかったです。

ネイティブとの交流

現地の学生から現地の様子や現地の文化について深く学ぶことができました。

アメリカの若い世代の政治への考え方や家族でも選挙について意見を交わすという話しを聞いて日本との政治の関心度への違いを感じたことが最も印象に残

りました。普段の英語の授業ではフォーマルな話し方を意識してしまいますが、今回は友達との会話という形で正しい文法で話すことよりもフランクに会話

を楽しむことができました。

時差との関係で連絡を取るのが難しかったですが、ネイティブの英語を学ぶことができて新鮮でした。

8. 改善してほしいと思った点

最初からいきなりミーティングで話すのは少し難しいなと思ったので、自分たちでミーティングを始める前に、間に入ってもらって交流する時間があると少

しありがたいなと思いました。

なし

特になし。

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし。

特にありません。

時差の関係で連絡を撮るのが難しかった点

9. 日本語と英語での交流全般についての感想

主に私たちのミーティングは英語で行われた。英語力がなくて伝わりづらいときもあったが、パートナーの方が優しく理解してくれたのでコミュニケーショ

ンを取ることができた。しかしせっかく言語交換の場なので、もう少し日本語で話す機会をつくればよかったと思った。

なし

拙い英語ながらも自分の考えを伝えることができてとてもよかった。

そういう機会がコロナで特にないので、貴重で楽しかったので参加できて良かったです。

日本語と英語で交流といいつつ、私の場合はほぼ100%英語での会話でした。なかなか単語が出てこなかったり悔しい思いもしましたが、”その場合はこの単

語の方が自然だよ”などパートナーが親切に教えてくれたので、たどたどしいながらも毎回の交流を楽しむことができました。9割、英語での会話になってしまった。

私は、英語の勉強が出来たのでとても良かったが、CWUの生徒が日本語の勉強ができたか不安です。



自分の知らない表現が知れて楽しかった。相手の日本語のレベルの違いが大きくて驚いた。

楽しく交流ができて、学ぶことも多く有意義な時間でした。

貴重な機会をいただき誠にありがとうございました。今までこのような少人数で海外の学生の方とお話しすることがなかったので、短い間ではありましたが

楽しみながら英語を学ぶことができました。日本について質問されたり、日本語のアドバイスをしたりと母国について興味をもってもらえていることが嬉し

くどこか誇らしかったです。英語の勉強を頑張りもっと話せるようになりたいと強く思ったと同時に、日本についての知識を広げたいと改めて感じました。

参加して本当によかったと思っております。

貴重な機会を頂きありがとうございました。コロナで海外に行けない中、英語ネイティブの方と友達になれたのはすごくいい経験になりました。

10. イベント全般の満足度　　※1.不満　＜　5.満足

1　1名　　2　0名　　3　1名　　4　3名　　5　5名

11. 今後もまた参加したいですか　※1.参加したくない　＜　5.とても参加したい

1　0名　　2　0名　　3　2名　　4　2名　　5　6名


